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在宅虚弱高齢者の生活パターンからみた

3年後の生命予後とADL変化
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目的　本研究の目的は在宅虚弱高齢者における生活パターンと3年後のADL変化および生命予

後との関連を検討することである。

方法　1995年7～9月に在宅虚弱高齢者50人（男性19人，女性31人，平均年齢82.6歳）を対象と

した生活時間調査の結果から，在宅虚弱高齢者の生活パターンを座位休息型，臥位休息型，

趣味型，散歩型，家事型に類型化をした。同対象者について，3年後にあたる1998年6月に

ADLの追跡調査を実施した。

結果　1.　3年後には在宅虚弱高齢者50人中，在宅27人（54％），入院3人（6％），施設入所4

人（8％），死亡15人（30％）であった。

　2.　生存者34人中，ADL状況を把握できた分析対象者31人についてみると，3年後の

ADL得点は初回調査に比べ有意に低下していた。

　3.　3年後では座位休息型高齢者，臥位休息型高齢者など休息型の生活パターンを送る者

に死亡者が多い傾向がみられた。

　4.　基本的ADL自立者の割合を検討した結果，家事型高齢者のみにADL維持傾向がみ

られた。

結論　以上より，3年後には在宅虚弱高齢者のADLは低下する傾向が示され，中長期的な視点

にたって予防的支援の方略を考える必要性が示唆された。また，虚弱高齢者の家事をよく行

う生活の過ごし方にADL維持傾向がみられた。
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